




20 歳の再会をワインで祝う
６年前自ら収穫したブドウからワインを醸造

　今回贈られたワインは、新成人の皆さんが中学
3年生だった 6年前の 10 月、自らの手で収穫した
ブドウから造られたも
の。ラベルには中学生
当時の写真が使われて
います。
　ワインを手にした新
成人の方々は、６年前
の姿を見て、自らの成
長を実感していまし
た。



　春の出羽路に健脚を競う第 57回山形県縦
断駅伝競走大会が４月27日から３日間の日程
で開催され、町内からは安藤茂昭（松原）、鈴
木智彦（杉山）、白田誠（大谷三）の３選手が
出場しました。
　中でも、安藤選手は、１日目の４区（湯野
浜～大山間：7.4km）と地元の19区（朝日～
白鷹間：16.2km) を力走。チームに貢献する
走りで沿道を沸かせました。
　大会に先立ち４月21日に開催された寒河江
西村山チームの結団式では、送橋地区の有志
による「神明こぶし太鼓」の勇壮な演奏があり、
選手たちを激励。目標の入賞（6位）を上回
る総合５位の成績を収める一翼を担いました。

　第34回町長杯争奪剣道錬成大会が今年も４
月29日朝日中体育館を会場に開催されました。
　この大会は昭和53年、町内の小中学生を対
象として始まり、平成元年の第11回大会から
対象チームを町外に拡大。長年小中学校の部
を同日開催していましたが、今大会からは別日
程となり、この日は中学校の部が行われました。
　昨年は震災の影響で中止となったため、２年
ぶりの開催となった今大会。出場したのは、男
子64、女子36の合計100チームで、うち32チー
ムが県外勢。中には被災地の南三陸町や相馬
市からの参加もあり、震災前と同様の盛り上が
りを見せていました。なお、結果は男子の部で
朝日中Aチームが3位に入っています。

　４月22日、玉ノ井地内のカヌーランドで「24
年度日本カヌーフリースタイル選手権大会（兼
2012ワールドカップ派遣選手選考会／主催：
日本カヌー連盟）が開催されました。
　カヌーの「フリースタイル」とは、波の立つ
場所や、流れの落ち込む場所などで２ｍ前後
のカヤック（艇）を乗りこなし、技を繰り出す
もの。競技は45秒間の中で様々な技を繰り出
し、得点を競うもので、今回は昨年の世界選
手権出場者など国内トップパドラー53人がエ
ントリー。山形県からの参加はなかったものの、
多くのカヌーファンやカメラマンなどが観戦に
訪れ、難易度の高いダイナミックな技が繰り出
されると、拍手と歓声が上がっていました。
　大雪などの影響で、かつてない水量での開
催となった今大会。今回の準優勝者で、日本
フリースタイルカヤック協会の会長も務める八
木達也さん（東京都）は、「今年はさすがに水
量が多すぎましたね。実力者でもなかなか思
うように艇をコントロールできなかったようで
す。難しいコンディションでした」と感想を話
していました。

　ホームページに写真

◆
第
57
回
山
形
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会

◆
第
34
回
朝
日
町
長
杯
争
奪
剣
道
錬
成
大
会

◆
日
本
カ
ヌ
ー
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
選
手
権


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　JR 左沢線開通 90周年を記念した自転車積
載用の専用列車サイクルトレイン号が４月22
日、北山形駅から左沢駅間で運行されました。
これに乗車した自転車愛好者33人が、大江町
から朝日町、白鷹町に至る「幻の左荒線」ス
タンプラリーツアーに参加しました。
　このツアーは JR東日本と白鷹・朝日・大江
広域観光推進協議会が共同企画したもので、
コースは左沢駅から朝日町の産直和合を巡り、
白鷹町の釜の越桜にゴールする約35キロ。尾
花沢市から参加した渡会幸司さん（39）は、「美
しい自然とアップダウンのあるこのコースは
サイクリストの中でとても有名。地元の皆さ
んもぜひ楽しんでほしい」と語っていました。

　桜の開花を控えた４月24日、前田沢いきい
きクラブ（長岡一美代表）の皆さんが「花咲
か爺さん」の人形を公民館前の桜の木に設置
し、地域住民の目を楽しませました。
　同クラブは地区内の高齢者が気軽に集まる
場を設けることで介護予防につなげようと、平
成13年に設立。毎年国道287号沿いに「交通
安全かかし」を設置するのが恒例行事で、そ
の活動は生きがいづくりにも役立っています。
　この日は今年度最初の活動で、運営ボラン
ティアとお年寄り約20人が参加。人形制作か
ら設置まで約２時間の作業で、愛嬌ある花咲
か爺さんが完成しました。

　ホームページに写真

◆
自
転
車
で
め
ぐ
る
「
幻
の
左
荒
線
街
道
」

◆
前
田
沢
公
民
館
前
の
桜
に
「
花
咲
か
爺
さ
ん
」
が
登
場

　このほど新しい体育館が建設されることに
なった西五百川小学校で５月２日、今月中旬
に解体される予定となっている現体育館との
おわかれ会が行われました。
　現在の体育館は昭和29年の落成。昨年実施
された耐震診断で、強度の弱さが報告されたこ
とから、今年建て替えられることとなりました。
　会では奥山勝弘校長が大型のスクリーンに
建設当時や完成間もない頃の写真を映し出し、
その歴史を説明したほか、各学年の代表が体
育館での思い出を発表。最後に同小のシンボ
ルである「さくらバンド」の演奏も披露され、
慣れ親しんだ体育館に別れを告げました。

　ホームページに写真

◆
西
五
百
川
小
体
育
館
お
わ
か
れ
会

「　ホームページに写真」の表記があるものは、町ホームページの「まちの写真館」コーナーで、多くの写真を紹介しています。ぜひご覧ください。







 　山形商工会議所などが主催するスプリング
フェスティバル「はたらく車大集合」が5月5
日、山形市の七日町通りで行われました。
　消防車やはしご車などがずらりと並ぶ、子
どもたちに大人気のイベント。そのアトラク
ションでは、当町PRキャラクターの「桃色ウ
サヒ（左）」が登場し、山形市の「はながたベ
ニちゃん（中央）」、蔵王温泉の「じゅっきーく
ん（右）」と花笠踊りを披露。訪れた親子連れ
などに愛想を振りまきながら町をPRしました。
　山形市では、今年の花笠まつりで県内のPR
キャラクターを集めたパレードを計画中で、今
回の企画はその第一歩として、桃色ウサヒが
招かれたものです。

◆
桃
色
ウ
サ
ヒ
が
山
形
市
「
は
な
が
た
ベ
ニ
ち
ゃ
ん
」
ら
と
共
演
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▼
ご
出
身
は
？

　

東
京
都
中
野
区
で
す
。
こ

こ
に
来
る
ま
で
は
ず
っ
と
東

京
暮
ら
し
で
し
た
。

▼
国
際
基
督
教
大
学
卒
業
と

の
こ
と
で
す
が
、
専
攻
は
？

　

ア
ジ
ア
研
究
で
す
。
そ
の

ほ
か
、
美
術
や
考
古
学
も
勉

強
し
て
き
ま
し
た
。

▼
「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」

を
志
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

も
と
も
と
、
日
本
の
農
業

の
未
来
や
食
料
自
給
率
問
題

等
に
興
味
を
持
っ
て
い
て
、

大
学
で
は
「
畑
同
好
会
」
に

所
属
し
て
い
ま
し
た
。
大
学

の
一
角
に
あ
る
畑
を
借
り
て

自
分
た
ち
で
野
菜
を
作
っ
て

い
た
ん
で
す
。
自
分
の
手
で

野
菜
を
作
る
こ
と
で
、
農
業

や
農
村
地
域
の
人
々
暮
ら
し

に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
そ
の
延
長
線
上

に
「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」

が
あ
り
ま
し
た
。

▼
朝
日
町
を
選
ん
だ
理
由
は
？

　
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の

考
え
方
な
ど
、
暮
ら
し
に
密

着
し
た
文
化
を
大
切
に
す

る
町
だ
な
と
感
じ
た
か
ら
で

す
。
大
学
で
学
ん
だ
経
験
を

生
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
し
た
。

▼
主
な
活
動
内
容
は
？

　

今
は
和
合
地
区
の
農
家

さ
ん
の
お
手
伝
い
を
し
な
が

ら
、
土
地
と
人
に
早
く
な
じ

め
る
よ
う
い
ろ
い
ろ
な
活
動

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
農
作

業
に
関
し
て
は
、
こ
の
１
カ

月
間
、
り
ん
ご
の
剪
定
柴
拾

い
が
主
で
し
た
。
地
域
行
事

で
は
、
水
上
神
社
の
お
祭
り

な
ど
に
参
加
さ
せ
て
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
徐
々

に
地
域
を
元
気
に
す
る
た
め

の
「
和
合
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
お
手
伝
い
も
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
旧
和
合
小
の
体
育

館
入
口
に
「
り
ん
ご
サ
ロ
ン
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
月
３
回
ぐ
ら
い
の
ペ
ー
ス

で
開
放
日
を
設
け
、
簡
単
な

イ
ベ
ン
ト
や
お
茶
飲
み
会
を

開
い
て
い
き
た
い
で
す
。

▼
朝
日
町
に
来
て
驚
い
た
こ

と
、
困
っ
た
こ
と
は
？

　

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地

域
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
活
動
自
体
に
驚
い

て
い
ま
す
。
地
域
の
拠
り
ど

こ
ろ
だ
っ
た
学
校
が
閉
校
し

て
以
降
も
、
地
域
を
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
で

す
。
小
学
校
の
閉
校
い
う
と
、

悲
し
ん
だ
り
寂
し
が
っ
た
り

し
て
終
わ
っ
て
し
ま
う
印
象

で
す
が
、
こ
の
地
域
は
そ
の

先
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
勢
い
と
い
う
も
の
を
感

じ
ま
す
。
こ
の
町
に
は
地
域

を
大
事
に
す
る
風
土
が
根
づ

い
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

　

方
言
で
す
か
？
思
っ
た
よ

り
苦
労
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
よ
り
、
多
く
の
方
々
と
の

会
話
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の

差
し
入
れ
を
い
た
だ
く
こ
と

に
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
。
こ
ち
ら
に
は
「
お
茶
飲

み
」
っ
て
い
う
習
慣
が
あ
る

ん
で
す
ね
。
東
京
で
は
自
分

の
家
に
人
を
入
れ
る
習
慣
が

あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
…
。

▼
今
後
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？

　

地
域
の
人
々
の
拠
り
所
と

し
て
、
そ
し
て
お
茶
の
み
場

と
し
て
、
り
ん
ご
サ
ロ
ン
を

気
軽
に
集
ま
れ
る
よ
う
な
空

間
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
内
で
は
和
合
地
域
の

生
活
文
化
を
ま
と
め
た
展
示

を
行
う
つ
も
り
で
す
。
そ
れ

に
畑
を
借
り
て
い
ろ
い
ろ
な

野
菜
の
作
り
方
を
学
び
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

和
合
以
外
の
町
の
こ
と

も
た
く
さ
ん
学
び
た
い
で
す

ね
。
機
会
が
あ
れ
ば
朝
日
岳

に
も
挑
戦
し
た
い
で
す
。

▼
町
の
人
に
対
し
て
一
言

　

車
は
若
葉
マ
ー
ク
の
軽
ワ

ゴ
ン
車
で
す
。
ど
こ
か
で
見

か
け
た
と
き
は
車
間
距
離
を

十
分
と
っ
て
い
た
だ
き
、
温

か
く
見
守
り
下
さ
い
。
来
年

３
月
ま
で
一
年
間
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

大
お お

槻
つ き

 春
は る

香
か

さん（沼向在住／ 22 歳）

「緑のふるさと協力隊員」として、1年間和合地区を元気にする活動に従事

大槻さんのブログ「Living in Wago」 
～緑のふるさと協力隊@山形県朝日町和合地区～
（http://kyoryokutaiwago.blog.fc2.com/） 

日々の出来事などを紹介しています。
ぜひご覧ください。

　地域活性化をめざす地方自治体に対し、

農山村に興味をもつ若者を一年間派遣する

「緑のふるさと協力隊」制度。特定非営利

活動法人「地球緑化センター」が平成６年

度から実施しているもので、今年は全国の

41市町村に 44 人が派遣されています（５

月１日現在）。

　４月11日、この隊員として朝日町にやっ

て来たのが大槻春香さん（＝東京都出身）。

この春東京の大学を卒業したばかりの 22

歳で、来年 3月まで和合地区で生活しなが

ら農業に携わるとともに、地区を元気にす

る様々な活動に取り組みます。
旧和合小体育館の入口に、地元の人と一緒に描いたサロンの看板

この場所を拠点に、地区を元気にする活動に従事する
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■
■
■ 

町
立
図
書
館
新
刊
案
内 

■
■
■

■
「
生
涯
改
革
者
」
上
杉
鷹
山
の
教
え

佃
　
律
志
　
著

　

日
本
一
の
貧
乏
藩
を
、
安
定
と

繁
栄
の
藩
に
立
て
直
し
た
名
君
・

上
杉
鷹
山
。
そ
の
改
革
手
法
の
全

貌
を
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

視
点
か
ら
現
代
と
対
比
し
て
と
ら

え
直
し
、
詳
細
に
紹
介
す
る
。

■
山
形
ガ
ー
ル
ズ
農
場
！
　
女
子
か

ら
始
め
る
農
業
改
革
　  

菜
穂
子  

著

　

国
立
大
学
に
通
う
女
子
大
生
が

農
業
に
目
覚
め
た
キ
ッ
カ
ケ
と

は
？
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
求
め
ら

れ
る
も
の
と
は
？
女
子
の
み
で
運

営
さ
れ
る
「
山
形
ガ
ー
ル
ズ
農
場
」

を
立
ち
上
げ
た
著
者
が
、
生
産
か

ら
販
売
ま
で
を
見
据
え
た
農
場
経

営
の
難
し
さ
と
喜
び
を
綴
る
。

■その他の新刊
▼結婚／井上荒野　▼朱鳥 ( あかみど
り )の陵／坂東眞砂子　▼星に願いを、
月に祈りを／中村航　▼言語小説集／
井上ひさし　▼時計まわりで迂回する
こと／堀江敏幸　▼三匹のおっさん、
ふたたび／有川浩　▼闘う市長／桜井
勝延　▼ユニセフの現場から／和氣邦
夫　▼震える牛／相場英雄　▼くるす
の残光２／仁木英之　▼朝は 10 分！
中高生の早うま！弁当／検見崎聡美　
▼塩麹のおかず甘麹のおやつ／坂田阿
希子　▼グレイメン／石川智健　▼メ
キト・ベス漂流記　２・３／西魚リツ
コ▼日本人の知らない日本語３／蛇蔵

■ブックテーマコーナー
特集①「Ｌ et’s Enjoy ！！ガーデニン
グ＆家庭菜園」　特集②「葉っぱもぐ
んぐんのびる季節　たくさんのみどり
をさがしてみよう！！」

　

４
月
21
日
、
仙
台
市
で
行
わ
れ
た
「
平

た
か
子
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
」
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

平
さ
ん
は
「
浮
島
伝
説
」
と
い
う
曲
を

歌
っ
て
い
る
宮
城
県
在
住
の（
民
謡
）歌
手
。

昨
年
は
朝
日
町
に
も
来
訪
し
、
大
沼
浮
嶋

稲
荷
神
社
で
同
曲
の
ヒ
ッ
ト
祈
願
を
し
ま

し
た
。
役
場
や
観
光
協
会
に
も
立
ち
寄
っ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。（
町
広

報
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
）

　

シ
ョ
ー
は
仙
台
で
も
有
名
な
「
勝
山
館
」

で
開
催
。
約
４
０
０
人
が
入
る
会
場
は
満

員
で
、
町
の
直
派
若
柳
流
「
柳
香
会
」
の

方
々
が
「
浮
島
伝
説
」
の
曲
に
合
わ
せ
た

日
本
舞
踊
を
披
露
。
そ
の
際
、
司
会
か
ら

浮
島
、
朝
日
町
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
「
浮
島
伝
説
」
が
入
っ
た
Ｃ
Ｄ
は
、
観
光

協
会
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
（
１
２
０
０

円
）。覚
え
や
す
い
曲
で
、カ
ラ
オ
ケ
も
入
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
聴
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
浮
島
伝
説
」
の
歌
手

平
た
か
子
さ
ん
の
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー

(244)

旅旅のの

観光協会だより

コ
コロ
コ
コロ

by 町観光協会
観光振興推進員
後藤匡利

熱唱する平たか子さん 浮島伝説の日本舞踊を披露する「柳香会」の方々
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町長歳時記

（75）

　

地
方
自
治
体
が
発
行
す
る
広
報
紙

を
対
象
に
し
た
「
平
成
24
年
全
国
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
結
果
が
こ

の
ほ
ど
発
表
さ
れ
、「
広
報
紙
町
村

の
部
」
で
本
紙
２
０
１
１
年
６
月
号

（
左
）
が
入
選
し
ま
し
た
。

　

受
賞
号
で
は
、「
コ
ン
セ
ン
ト
の

向
こ
う
側
」
と
題
し
た
特
集
記
事
を

掲
載
。
東
日
本
震
災
の
折
に
発
生
し

た
大
規
模
な
停
電
を
き
っ
か
け
に
、

町
内
に
４
つ
あ
る
水
力
発
電
所
の
歴

史
や
発
電
所
か
ら
家
庭
に
電
気
が
届

く
ま
で
の
道

筋
を
ひ
も

解
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、

本
格
的
な
夏

場
の
到
来
を

前
に
、
節
電

を
呼
び
か
け

た
ほ
か
、
町

民
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を

通
じ
て
、
発

電
所
の
建
設

工
事
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
た

頃
の
町
の
様

子
や
、
上
郷

ダ
ム
が
建
設

さ
れ
る
ま
で
、
町
内
に
７
箇
所
あ
っ

た
「
簗
」
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
地
方
自
治
体

の
広
報
活
動
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
公
益
社
団
法
人
日
本

広
報
協
会
が
昭
和
39
年
か
ら
実
施
し

て
い
る
も
の
（
内
閣
府
・
総
務
省
・

読
売
新
聞
社
後
援
）。
広
報
紙
の
部

に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
及
び
政
令

指
定
都
市
部
、
市
部
、
町
村
部
の
３

部
門
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
で

最
高
賞
と
し
て
１
団
体
が
特
選
に
、

お
お
む
ね
10
団
体
が
入
選
に
選
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

当
町
の
広
報
紙
は
、
過
去
に
は
特

選
を
受
賞
し
た
こ
と
も
あ
る
（
昭
和

48
年
11
月
号
）
な
ど
、
過
去
に
は
４

回
の
入
賞
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、
今

回
の
入
選
は
昭
和
61
年
以
来
25
年
ぶ

り
で
す
。
広
報
紙
に
対
す
る
町
民
の

皆
様
の
日
頃
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

対
し
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

本
紙
が
25
年
ぶ
り
に
入
選

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

広報紙「町村の部」で入選した本紙 2011 年 6月号
　町内の水力発電所の歴史や電気の流れを特集した

広報紙町村の部で
全国ベスト10入り

「
昨
日
」
よ
り
「
今
日
」、

　
　「
今
日
」
よ
り
「
明
日
」
へ

　

四
月
十
六
日
、
当
町
職
員
に
よ
る
飲

酒
に
か
か
わ
る
交
通
事
故
が
寒
河
江
市

内
で
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆

様
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
多
大
な
ご
迷

惑
と
、
行
政
に
対
す
る
著
し
い
信
頼
失

墜
を
招
い
て
し
ま
い
ま
し
た
こ
と
に
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
事
故
の
全

容
を
調
査
し
、
適
正
な
手
順
を
踏
ま
せ

て
頂
き
、
厳
正
に
対
処
し
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
事
故
を
、
単
に

一
つ
の
事
故
と
し
て
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
今
後
更
な
る
交
通
安
全
を
推
進
す

る
上
で
の
原
罪
と
し
、
い
つ
も
厳
し
く

自
ら
に
言
い
聞
か
せ
、
交
通
事
故
撲
滅
、

さ
ら
に
職
員
の
綱
紀
粛
正
、
そ
し
て
町

民
の
皆
様
の
信
頼
回
復
に
全
力
で
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
一
層
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

桜
の
花
も
終
わ
り
、
若
葉
萌
ゆ
る
生

命
芽
吹
く
活
動
的
な
季
節
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
の
冬
は
豪
雪
で
あ
り
ま
し
た
。

農
作
物
を
は
じ
め
様
々
な
分
野
に
お
い

て
、
多
大
な
影
響
を
残
し
て
そ
の
季
節

を
終
え
、
新
た
な
季
節
が
動
き
出
し
て

い
ま
す
。

　

豪
雪
は
雪
が
深
く
、
そ
の
雪
の
下
の

命
は
、
じ
っ
と
重
さ
耐
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
重
さ
が
重
け
れ
ば
重
い
ほ
ど
、

た
く
ま
し
く
、
そ
の
耐
え
る
力
を
増
し
、

未
来
に
向
け
る
粘
り
強
い
力
を
養
っ
て

い
る
の
で
す
。
そ
の
力
こ
そ
、
豊
か
な
実

り
を
も
た
ら
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
雪
の
下
の
力
強
い
生

命
力
。
私
た
ち
町
民
の
多
く
は
、北
国
の
、

そ
し
て
雪
国
の
人
間
と
し
て
生
ま
れ
育

ち
、
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実

感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
す
。

　

「
昨
日
」
よ
り
「
今
日
」、「
今
日
」
よ

り
「
明
日
」
と
、
人
間
は
日
々
進
歩
向

上
し
て
い
く
も
の
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
と
の
事
実
を
事
実
と
し
て

受
け
止
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
前

を
向
き
な
が
ら
し
っ
か
り
と
進
ん
で
い

く
、
こ
の
こ
と
が
最
も
重
要
な
事
柄
で

は
な
い
か
と
、
真
摯
に
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
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区　名 　出生児氏名 　性別　　保護者名　

新　宿　阿　部　湊
みな

　大
と

　男　晃典・　瞳　

松　原　安　藤　健
けん

　太
た

　男　秀昭・志珠香

西　町　鈴　木　來
らい

　利
り

　女　正幸・瑛梨

雪　谷　鈴　木　　　麗
れい

　男　　誠　・貴子

おしあわせに

阿　部　拓　也
（西　原）

榊　原　志　保
（天童市）

すこやかに

戸籍の
ま ど ■平成24年(2012年)

　４月１日～４月30日届出

やすらかに

区　名　　　死亡者氏名　　　世帯主名

　宿　　　菅　井　ひさよ　　本　人
新　宿　　熊　谷　千　代　　貞　則
ふれあい荘　　鈴　木　きみ子　　本　人
高　田　　佐　竹　きみゑ　　昭　一
沼　向　　峯　田　千代子　　定　雄
助ノ巻　　鈴　木　光　吉　　穣　冶
能　中　　海　野　善　藏　　順　一

●平成２４年４月３０日現在
　人　口　７，８６１ 人 (－　５)
　　　男　３，８９８ 人 (±　０)
　　　女　３，９６３ 人 (－　５)
　世帯数　２，４９１世帯(±　０)

(　　)内 前月比
--------４月中の異動--------

出　生　　４人　転　入　２８人
死　亡　　６人　転　出　３１人

人口と世帯数 　

こ
の
ほ
ど
町
広
報
委
員
会
の
委
員
に
、

次
の
方
々
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
今
年
度
か

ら
２
年
間
、
広
報
誌
等
に
対
す
る
意
見
を

い
た
だ
く
ほ
か
、
エ
ッ
セ
ー
コ
ー
ナ
ー
を
担

当
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

広
報
委
員
長　

長
岡　

信
悦(

常　

盤)

同
副
委
員
長　

小
林　

重
敏(

大
谷
五)

広
報
委
員　
　

白
川　

広
之(

松　

程)

　
　

〃　
　
　

鈴
木　
　

聡(

本　

町)

　
　

〃　
　
　

児
珠　

純
子(

立　

木)

　
　

〃　
　
　

細
谷　

智
美(

宇
津
野)

　
　

〃　
　
　

岡
﨑　
　

新(

産
業
振
興
課)

　
　

〃　
　
　

伊
藤　

由
佳(

税
務
町
民
課)

８
人
の
広
報
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付

掲載を希望しない方は

届け出の際にお申し付けください

い
よ
い
よ
始
ま
る
！　
「
あ
と
り
え
マ
サ
ト
と
図
工
の
時
間
」

　「生活にちょっとした彩りを添えたい、手

作りの贈り物がしたい、美術の世界にふれて

みたい」――そんな方々を対象にした創作教

室「あとりえマサトと図工の時間」の初回講

座として、「クレヨン・パステルで風景を描く」

教室が５月６日創遊館で行われました。

　「図工の時間」は旧立木小を拠点に活躍す

る芸術家グループ「あとりえマサト」との共

同企画として、町中央公民館が今年度初めて

開催。５月から来年２月にかけて、創遊館を

主会場に 16 講座が実施されることになって

おり、数回のシリーズ講座から１回で完結す

る講座まで、参加者の時間とやる気に合わせ

た講座が用意されています。

　この日は「マサト」メンバーの武山信之さ

んが講師。はじめに、画材などについて基本

的な説明があったあと、屋外に出てスケッチ

を楽しみました。「絵画のポイントなどにつ

いて教わりましたが、こうしたことはなかな

か教わる機会もなく、とても新鮮。次回も楽

しみ」と感想を語る参加者。春の陽気の中、

時間を忘れてクレパスを走らせていました。

　なお、企画のチラシは町ホームページから

ダウンロードできますので、ぜひご覧くださ

い。
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ほめ言葉に弱いんです

　
朝
日
町
の
広
報
紙
が
全
国
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
入
選
し
ま
し
た
。
日
ご
ろ
か

ら
取
材
等
に
ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
町
民
の
皆
様
に
、
あ
ら
た
め

て
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
た
か
が
コ
ン
ク
ー
ル
、
さ
れ
ど
コ

ン
ク
ー
ル
」
―
こ
れ
は
他
県
の
あ
る
自

治
体
の
広
報
担
当
者
の
言
葉
で
す
。
コ

ン
ク
ー
ル
で
賞
を
と
る
た
め
に
紙
面
を

作
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
広
報
担
当
者
に
と
っ
て
コ
ン
ク
ー

ル
は
唯
一
、
自
分
の
仕
事
が
客
観
的
に

評
価
さ
れ
る
特
別
な
機
会
で
す
。
入
選

の
知
ら
せ
を
聞
い
た
と
き
は
、
涙
が

出
そ
う
な
く
ら
い
う
れ
し
く
思
い
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
う
れ

し
い
の
が
、
取
材
先
な
ど
か
け
て
い
た

だ
く
「
い
い
写
真
だ
っ
た
ね
」「
面
白

い
記
事
だ
っ
た
ね
」
と
い
っ
た
一
言
で

す
。
実
際
、
先
月
号
の
表
紙
の
写
真
に

つ
い
て
は
、
こ
の
１
カ
月
間
で
多
く
の

方
々
か
ら
評
価
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
何
気
な
い

一
言
が
仕
事
を
す
る
上
で
の
大
き
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。
単
純

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、ほ
め
ら
れ
る
と
、

も
っ
と
が
ん
ば
ろ
う
っ
て
思
う
ん
で
す

よ
ね
。
私
は
…
。
　
　
　
佐
久
間
　
淳

　「空気神社応援団（代表：後藤匡利町
観光協会事務局長）」では今年の「空気
まつり」に合わせて、空気神社のお土
産として、２つの商品を開発しました。
　世界で唯一、空気をご神体とする空
気神社。昨年は震災の影響による原発
事故などもあり、その存在は再び注目
されつつありますが、その知名度はま
だまだ高いとは言えません。
　そんな中、Asahi 自然観と町観光協
会、そして佐藤恒平町情報交流推進員
の３者で昨年夏、「空気神社をPRする

ためのお土産を開発しよう」という話
が盛り上がり、９月に「空気神社応援団」
を結成。翌 10 月には町教育委員会の
「Newアクション応援事業」の支援を受
けることが決まり、これまで幾度となく
試作が繰り返されてきました。
　今回完成した２商品は以下のとおり。
いずれも今年の「空気まつり」で正式
に発表される予定。期間中は、まつり
会場内で販売されるほか、その後は自
然観、町観光協会（あさひ旅のココロ館）
で取り扱います。

　鏡面仕上げのステンレス板と、空気
神社の焼き印入りの木札を合わせた御
守りで、鏡面部を（株）アサヒ技研、
木部を（株）朝日相扶製作所が作成す
る、町内企業のコラボレーション商品。
　スケールは実際の空気神社の1/144

の大きさ（実際は５m四方、御守りは
約3.5cm）で、いわば、「ポータブルな」
空気神社。町内外、そして世界中どこ
にいても空気に感謝できることがセー
ルスポイントです。

・空気神社の御守り　￥800（税別）

　エアキャップ（プチプチ）をつぶす
ことによって、気分をすっきりさせる
リラクゼーショングッズ。「空気」が縁
で毎年空気神社を訪れているプチプチ
製造メーカー「川上産業株式会社」の
全面的な協力を得て完成しました。

　通常よりも高い音が出る、潰し専用
のプチプチ「プッチンスカット」を使用。
パッケージは旧立木小を拠点に活動す
る芸術家グループの一員で、版画家の
ミウラタカノリ氏がデザイン。キャッ
チコピーは「困った時のプチ頼み」。

・空気神社のお願いプチプチ（リラクゼーショングッズ）￥380（税別）

空気まつり（６月２日～３日・５日）でお披露目

できた！空気神社のおみやげ

豪華景品が当たる
プチプチつぶし大会

■日時
６月３日 午後１時～
■場所
空気まつり会場にて

■
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